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東
京
地
裁
 

平
成

25年
３
月

11日
判
決
 
平
成

23年
（
ワ
）
第

２
３
７
２
６
号
（
控
訴
）
 
ウ
エ
ス
ト
ロ
ー
・
ジ
ャ

パ
ン
（
文
献
番
号

２
０
１
３
Ｗ
Ｌ
Ｊ
Ｐ
Ｃ
Ａ
０
３

１
１
８
０
０
６
）
 
Ｌ
Ｅ
Ｘ
／
Ｄ
Ｂ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
（
文
献
番
号

２
５
５
１
１
４
６
８
）
 

１
．
本
件
の
争
点
 

 
本
件
は
、
自
動
車
保
険
の
契
約
者
で
あ
る
被
保

険
者
が
運
転
を
し
て
い
た
普
通
乗
用
自
動
車
（
以

下
、
本
件
車
両
）
が
、
台
風
の
影
響
に
伴
っ
た
集

中
豪
雨
に
よ
り
冠
水
し
て
い
た
道
路
に
侵
入
し
て

エ
ン
ジ
ン
が
停
止
し
、
走
行
不
能
と
な
る
と
い
う

運
行
に
起
因
す
る
事
故
が
発
生
し
た
。
ま
た
、
こ

れ
に
よ
り
、
運
転
者
及
び
同
乗
者
が
前
記
車
両
か

ら
降
車
し
て
避
難
す
る
際
、
濁
流
に
流
さ
れ
て
同

乗
者
１
名
を
除
く
３
名
が
死
亡
す
る
に
至
っ
た
と

主
張
し
て
、
相
続
人
で
あ
る
原
告
ら
が
、
保
険
会

社
で
あ
る
被
告
に
対
し
、
本
件
車
両
に
付
保
さ
れ

た
自
動
車
保
険
契
約
に
基
づ
き
死
亡
し
た
３
名
の

人
身
傷
害
保
険
金
及
び
搭
乗
者
傷
害
保
険
金
を
請

求
し
た
事
案
で
あ
る
。
 

 
争
点
は
、
人
身
傷
害
条
項
・
搭
乗
者
傷
害
条
項

に
定
め
る
自
動
車
の
運
行
に
起
因
す
る
事
故
（
以

下
、
運
行
起
因
事
故
）
が
あ
っ
た
の
か
否
か
（
争

点
１
・
運
行
起
因
事
故
の
有
無
）、

運
行
起
因
事
故

が
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
場
合
、
そ
の
運
行
起
因

事
故
と
被
保
険
者
の
死
亡
と
の
相
当
因
果
関
係
が

あ
る
の
か
否
か
（
争
点
２
・
相
当
因
果
関
係
の
有

無
）、

保
険
金
額
（
争
点
３
）
の
三
点
で
あ
る
。
 

２
．
事
実
の
概
要
 


 
平
成

21年
８
月
９
日
台
風
９
号
は
、
四
国
沖

を
ゆ
っ
く
り
北
に
進
み
、
台
風
周
辺
の
湿
っ
た

空
気
と
太
平
洋
高
気
圧
の
縁
辺
か
ら
の
湿
っ
た

空
気
が
重
な
り
西
日
本
に
流
れ
込
ん
で
い
た
た

め
、
兵
庫
県
で
は
大
気
の
状
態
が
不
安
定
と
な

り
、
同
日
の
夜
、
佐
用
町
で
は
総
雨
量
が
３
０

０
㎜
を
超
え
る
大
雨
と
な
っ
た
。
（
降
水
量
等

に
つ
い
て
は
統
計
を
取
り
始
め
た
昭
和

52年

以
来
の
最
高
値
を
記
録
し
、
「
お
お
む
ね
１
０

０
年
に
一
度
の
降
雨
」
を
も
遥
か
に
凌
ぐ
も
の

で
あ
っ
た
。）

 


 
Ａ
が
運
転
す
る
本
件
車
両
に
、
Ｂ
、
Ｃ
及
び

原
告
Ｄ
が
同
乗
し
て
、
福
岡
県
内
の
Ａ
の
実
家

か
ら
兵
庫
県
養
父
市
内
の
自
宅
に
向
う
途
中
、

大
雨
の
影
響
で
通
行
止
め
と
な
っ
て
い
た
こ
と

か
ら
中
国
自
動
車
道
を
作
東
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

保
険
法
・
判
例
研
究

 

人
身
傷
害
保
険
と
搭
乗
者
傷
害
保
険
に
お
け
る
 

「
自
動
車
の
運
行
に
起
因
す
る
」
の
意
義
 

共
栄
火
災
海
上
保
険
株
式
会
社

島

智
久

34 
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ジ
で
お
り
、
そ
の
後
一
般
道
を
経
由
し
て
佐
用

町
に
至
っ
た
。
そ
の
後
、
Ａ
ら
は
佐
用
町
内
に

お
い
て
、
前
記

の
大
雨
に
よ
っ
て
発
生
し
た

水
害
に
遭
遇
し
、
原
告
Ｄ
は
救
助
さ
れ
た
も
の

の
、
原
告
Ｄ
を
除
く
Ａ
ら
は
、
同
月

10日
、
佐

用
町
内
の
佐
用
川
付
近
に
お
い
て
本
件
車
両
と

は
別
の
場
所
に
て
遺
体
で
発
見
さ
れ
た
。
（
自

動
車
に
搭
乗
し
た
状
況
で
は
な
い
状
況
で
発
見

さ
れ
た
）
ま
た
、
本
件
車
両
は
、
佐
用
町
内
の

佐
用
川
内
に
お
い
て
無
人
の
状
態
で
発
見
さ
れ

た
。
死
因
に
つ
い
て
は
、
死
体
検
案
書
に
よ
れ

ば
、
Ａ
に
つ
い
て
は
溺
水
、
Ｂ
及
び
Ｃ
に
つ
い

て
は
、
い
ず
れ
も
窒
息
及
び
溺
水
吸
引
と
さ
れ

て
い
る
。
 


 
Ｂ
は
Ａ
の
妻
で
あ
り
、
Ｃ
及
び
原
告
Ｄ
は
、

そ
れ
ぞ
れ
Ａ
と
Ｂ
の
長
男
及
び
二
男
で
あ
り
、

原
告
Ｘ
は
、
Ｂ
の
実
母
で
あ
る
。
原
告
Ｄ
を
除

く
Ａ
ら
の
死
亡
時
間
の
前
後
は
不
明
で
あ
り
、

及
び
Ｂ
の
法
定
相
続
人
は
、
原
告
Ｄ
の
み
で
あ

る
。
ま
た
、
Ｃ
の
法
定
相
続
人
は
Ｃ
の
祖
父
で

あ
る
Ｇ
と
原
告
Ｘ
の
２
名
で
あ
る
と
こ
ろ
、
同

人
ら
は
、
Ｃ
の
遺
産
で
あ
る
被
告
に
対
す
る
本

件
保
険
契
約
に
基
づ
く
保
険
金
請
求
権
を
原
告

Ｘ
が
相
続
す
る
旨
の
遺
産
分
割
協
議
を
成
立
さ

せ
た
。
 


 
原
告
ら
は
被
告
に
対
し
、
本
件
保
険
契
約
に

基
づ
く
人
身
傷
害
保
険
金
及
び
搭
乗
者
傷
害
保

険
金
の
支
払
い
を
請
求
し
た
と
こ
ろ
、
被
告
は
、

保
険
事
故
に
該
当
し
な
い
こ
と
を
理
由
に
支
払

を
拒
絶
し
た
。
 


 
本
件
保
険
契
約
の
人
身
傷
害
条
項
、
搭
乗
者

傷
害
条
項
に
は
以
下
の
規
定
が
あ
っ
た
。
 

●
人
身
傷
害
条
項
 

第
１
条
（
保
険
金
を
支
払
う
場
合
）
 

①
 
当
会
社
は
、
日
本
国
内
に
お
い
て
、
被
保
険

者
が
次
の

・

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
急

激
か
つ
偶
然
な
外
来
の
事
故
ま
た
は
犯
罪
加
害

行
為
に
よ
り
身
体
に
傷
害
を
被
る
こ
と
（
以
下

「
人
身
傷
害
事
故
」
と
い
い
ま
す
。）

に
よ
っ
て

被
保
険
者
ま
た
は
そ
の
父
母
、
配
偶
者
（
注
１
）

も
し
く
は
子
が
被
る
損
害
（
第
７
条
（
損
害
額

の
決
定
）
に
定
め
る
損
害
の
額
を
い
い
ま
す
。

以
下
同
様
と
し
ま
す
。）

に
対
し
て
、
こ
の
人
身

傷
害
条
項
お
よ
び
第
５
章
一
般
条
項
に
従
い
、

保
険
金
を
支
払
い
ま
す
。
 

（
注
１
）
内
縁
を
含
み
ま
す
。
 


 
自
動
車
（
注
２
）
の
運
行
に
起
因
す
る
事

故
 

（
注
２
）
原
動
機
付
自
転
車
を
含
み
ま
す
。
 


 
自
動
車
（
注
２
）
の
運
行
中
の
、
飛
来
中

も
し
く
は
落
下
中
の
他
物
と
の
衝
突
、火
災
、

爆
発
ま
た
は
自
動
車
（
注
２
）
の
落
下
。
た

だ
し
、
被
保
険
者
が
自
動
車
（
注
２
）
の
正

規
の
乗
車
装
置
ま
た
は
当
該
装
置
の
あ
る
室

内
（
注
３
）
に
搭
乗
中
で
あ
る
場
合
に
限
り

ま
す
。
 

（
注
３
）
隔
壁
等
に
よ
り
通
行
で
き
な
い
よ
う
に
仕

切
ら
れ
て
い
る
場
所
を
除
き
ま
す
。
 

〈
本
条
後
略
〉

 

 第
２
条
（
被
保
険
者
の
範
囲
）
 

①
 

こ
の

人
身

傷
害

条
項
に

お
け

る
被

保
険

者

は
、
次
の

～

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

と
し
ま
す
。
 


 
記
名
被
保
険
者
 


 
記
名
被
保
険
者
の
配
偶
者
（
注
１
）
 


 
記
名
被
保
険
者
ま
た
は
そ
の
配
偶
者
（
注

１
）
の
同
居
の
親
族
 


 
記
名
被
保
険
者
ま
た
は
そ
の
配
偶
者
（
注

１
）
の
別
居
の
未
婚
の
子
 


 

～

以
外
の
者
で
、
被
保
険
自
動
車
の

正
規
の
乗
車
装
置
ま
た
は
当
該
装
置
の
あ
る

室
内
（
注
２
）
に
搭
乗
中
の
者

 

（
注
１
）
内
縁
を
含
み
ま
す
。
 

（
注
２
）
隔
壁
等
に
よ
り
通
行
で
き
な
い
よ
う
に
仕
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切
ら
れ
て
い
る
場
所
を
除
き
ま
す
。
 

〈
本
条
後
略
〉
 

 ●
搭
乗
者
傷
害
条
項
 

第
１
条
（
保
険
金
を
支
払
う
場
合
）
 

①
 
当
会
社
は
、
被
保
険
者
が
次
の

・

の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
急
激
か
つ
偶
然
な
外
来
の

事
故
に
よ
り
身
体
に
傷
害
を
被
っ
た
場
合
は
、

こ
の
搭
乗
者
傷
害
条
項
お
よ
び
第
５
章
一
般
条

項
に
従
い
、
保
険
金
を
支
払
い
ま
す
。
 


 
被
保
険
自
動
車
の
運
行
に
起
因
す
る
事
故
 


 
被
保
険
自
動
車
の
運
行
中
の
、
飛
来
中
も

し
く
は
落
下
中
の
他
物
と
の
衝
突
、
火
災
、

爆
発
ま
た
は
被
保
険
自
動
車
の
落
下
 

〈
本
条
後
略
〉
 

 第
２
条
（
被
保
険
者
の
範
囲
）
 

①
 
こ
の
搭
乗
者
傷
害
条
項
に
お
け
る
被
保
険
者

は
、
被
保
険
自
動
車
の
正
規
の
乗
車
装
置
ま
た

は
当
該
装
置
の
あ
る
室
内
（
注
１
）
に
搭
乗
中

の
者
と
し
ま
す
。
 

（
注
１
）
隔
壁
等
に
よ
り
通
行
で
き
な
い
よ
う
に
仕

切
ら
れ
て
い
る
場
所
を
除
き
ま
す
。
 

〈
本
条
後
略
〉
 

３
．
判
旨
（
請
求
棄
却
）

 

 
原
告
ら
は
Ａ
が
、
平
成

21年
８
月
９
日
午
後
９

時
前
後
こ
ろ
、
本
件
現
場
に
お
い
て
漫
然
と
本
件

車
両
を
走
行
さ
せ
て
大
規
模
冠
水
場
所
に
本
件
車

両
を
突
っ
込
ま
せ
、
さ
ら
に
相
当
程
度
の
水
位
の

中
で
の
本
件
車
両
の
走
行
を
継
続
し
、
も
っ
て
本

件
車
両
を
走
行
不
能
に
至
ら
し
め
る
と
い
う
自
損

事
故
（
本
件
事
故
）
を
生
じ
さ
せ
た
旨
を
主
張
し
、

こ
の
主
張
は
主
に
事
故
当
時
佐
用
高
校
の
教
頭
で

あ
っ
た
Ｆ
の
本
件
訴
訟
及
び
別
件
訴
訟
（
東
京
地

裁
平
成

23年
（
ワ
）
第
２
５
６
７
０
号
保
険
金
請

求
事
件
）
に
お
け
る
供
述
や
同
人
の
陳
述
書
に
基

づ
く
も
の
で
あ
る
（
以
下
、
Ｆ
供
述
）。

し
か
し
な

が
ら
、
Ｆ
供
述
中
の
４
人
家
族
を
目
撃
し
た
状
況

に
関
す
る
部
分
は
、
供
述
の
正
確
性
に
関
係
す
る

本
件
現
場
付
近
の
明
る
さ
、
視
認
状
況
か
ら
４
人

家
族
が
は
っ
き
り
見
え
た
と
す
る
の
は
客
観
的
状

況
に
整
合
せ
ず
不
自
然
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
ま

た
、
Ｆ
供
述
か
ら
は
、
４
人
を
よ
く
見
る
こ
と
が

で
き
る
状
態
で
は
な
か
っ
た
上
、
実
際
、
よ
く
見

て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
強
く
う
か
が

わ
せ
る
と
こ
ろ
、
詳
細
か
つ
具
体
的
な
供
述
を
し

て
い
る
こ
と
は
不
自
然
な
感
が
拭
え
な
い
と
い
う

べ
き
で
あ
る
等
の
理
由
か
ら
総
合
的
に
判
断
し
、

Ｆ
の
目
撃
し
た
供
述
部
分
は
採
用
で
き
ず
他
に
本

件
事

故
の

発
生

を
認

め
る
に
足
り

る
証
拠

は
な

い
。
 

 
Ａ
ら
は
佐
用
町
内
に
お
い
て
、
大
雨
に
よ
っ
て

発
生
し
た
水
害
に
遭
遇
し
死
亡
し
た
も
の
で
あ
る

と
こ
ろ
、
Ａ
ら
の
遺
体
及
び
本
件
車
両
が
別
の
場

所
で
発
見
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
Ａ
ら

は
、
本
件
車
両
を
停
止
さ
せ
、
降
車
し
た
後
に
前

記
水
害
に
遭
遇
し
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。一
方
、

Ａ
ら
が
本
件
車
両
を
停
止
さ
せ
、
降
車
し
た
経
緯

は
不
明
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
か
か
る
事
情
に

加
え
て
、
平
成

21年
８
月
９
日
に
佐
用
町
に
降
っ

た
大
雨
が「

お
お
む
ね
１
０
０
年
に
一
度
の
降
雨
」

を
も
遥
か
に
凌
ぐ
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
慮
す

れ
ば
、
Ａ
ら
の
死
亡
の
原
因
に
つ
い
て
は
、
か
か

る
大
雨
に
よ
る
佐
用
川
の
氾
濫
と
い
う
自
然
災
害

に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
自
動
車
本
来
が
有
す
る

固
有
の
危
険
性
が
具
体
化
し
た
も
の
で
は
な
い
可

能
性
が
高
い
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
本
件
各

条
項
が
定
め
る
運
行
起
因
事
故
が
あ
っ
た
と
認
め

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
 

 
な
お
、
Ｆ
供
述
を
前
提
と
し
て
も
、
本
件
車
両

の
停
止
原
因
に
つ
い
て
証
明
が
な
い
こ
と
に
帰
着

し
、
結
局
の
と
こ
ろ
Ａ
ら
の
死
亡
の
原
因
に
つ
い

て
は
、
大
雨
に
よ
る
佐
用
川
の
氾
濫
と
い
う
自
然
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災
害
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
自
動
車
本
来
が
有

す
る
固
有
の
危
険
性
が
具
体
化
し
た
も
の
で
は
な

い
可
能
性
が
否
定
で
き
な
い
こ
と
に
な
り
、
本
件

各
条
項
が
定
め
る
運
行
起
因
事
故
が
あ
っ
た
と
認

め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
 

４
．
評
釈
 

 
本
判
決
は
、
保
険
金
請
求
に
か
か
わ
る
保
険
事

故
そ
の
も
の
の
立
証
が
不
十
分
と
い
う
こ
と
で
請

求
棄
却
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
 

 
明
確
な
事
実
は
、
Ａ
ら
が
帰
省
先
か
ら
自
動
車

で
自
宅
へ
向
か
っ
て
い
た
こ
と
、
前
記
台
風
に
よ

り
中
国
自
動
車
道
が
通
行
止
め
と
な
り
中
国
自
動

車
道
を
お
り
た
こ
と
、
原
告
Ｄ
お
よ
び
他
３
名
が

川
の
氾
濫
に
よ
っ
て
流
さ
れ
た
こ
と
、
原
告
Ｄ
を

除
く
３
名
が
溺
死
し
た
こ
と
、
川
の
氾
濫
に
よ
り

本
件
車
両
も
流
さ
れ
て
い
る
こ
と
。の

み
で
あ
る
。 

 
し
た
が
っ
て
、
本
件
の
争
点
に
お
け
る
運
行
起

因
事
故
の
有
無
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
２
つ
の

意
味
を
も
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
は
、
本
件
各

条
項
に
定
め
る
事
故
の
立
証
の
問
題
（
保
険
金
請

求
原
因
の
問
題
）
で
あ
り
、
次
に
、
仮
に
原
告
側

主
張
の
原
因
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
こ
れ
が
運
行

起
因
事
故
に
該
当
す
る
の
か
の
問
題
（
運
行
起
因

の
意
義
の
問
題
）
で
あ
る
。
 

 
本
判
決
で
は
明
確
な
事
実
（
情
報
）
が
少
な
い

中
で
事
実
認
定
を
行
わ
な
く
て
は
な
ら
ず
、
こ
の

判
断
過
程
に
お
い
て
も
非
常
に
興
味
深
い
と
こ
ろ

で
あ
る
が
、
今
回
の
評
釈
に
お
い
て
は
、
後
者
の

問
題
を
ま
ず
検
討
す
る
こ
と
と
し
、
本
判
決
の
結

論
の
導
き
方
に
つ
い
て
考
え
、
原
告
主
張
の
よ
り

ど
こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
最
判
平
成

19年
５
月

29

日
（
平
成

18年
（
受
）
第
２
０
５
３
号
）
と
の
比

較
検
討
を
す
る
。
 

 
 
運
行
に
起
因
す
る
事
故
の
意
義
 

「
運
行
」
の
定
義
に
つ
い
て
は
、
自
賠
法
第
２
条

２
項
の
「
自
動
車
を
当
該
装
置
の
用
い
方
に
従
い

用
い
る
こ
と
を
い
う
。」

と
同
様
で
、
自
動
車
の
固

有
の
装
置
を
そ
の
用
法
に
従
っ
て
使
用
す
る
こ
と

と
す
る
「
固
有
装
置
操
作
説
」
が
通
説
と
な
っ
て

お
り
、
運
行
に
か
か
わ
る
議
論
に
つ
い
て
は
こ
れ

ま
で
活
発
に
行
な
わ
れ
、
論
文
等
も
多
数
見
受
け

る
こ
と
が
で
き
る

1)。
一
方
で
、「

運
行
に
起
因
す

る
」（

自
賠
法
の
議
論
に
お
い
て
は「

運
行
に
よ
っ

て
」）と

な
る
と
そ
の
議
論
は
あ
い
ま
い
と
な
っ
て

い
る
感
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
「
起
因
す
る
」
に
か
か

わ
る
と
こ
ろ
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
「
起
因
す

る
」
の
意
義
は
「
相
当
因
果
関
係
」
を
指
す
と
い

う
こ
と
に
は
あ
ま
り
異
論
が
唱
え
ら
れ
る
と
こ
ろ

で
は
な
い
と
思
わ
れ
る

2)。
 

 
そ
こ
で
、ま

ず
は
字
義
と
し
て
検
討
し
て
み
る
。

字
義
通
り
考
え
て
み
る
と
、
自
動
車
の
固
有
の
装

置
を
そ
の
用
法
に
従
っ
て
使
用
し
た
こ
と
を
原
因

と
し
て
一
般
的
に
予
見
し
得
る
事
故
が
発
生
し
た

か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
 

 
仮
に
冠
水
し
た
道
路
に
自
動
車
を
運
転
し
て
侵

入
し
、
そ
の
際
に
水
が
エ
ン
ジ
ン
内
に
入
っ
た
こ

と
か

ら
自

動
車

が
止

ま
っ
て

し
ま

っ
た

と
す

れ

ば
、
前
記
の
自
動
車
が
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と

は
運
行
起
因
事
故
と
い
え
そ
う
に
思
え
る
。
 

 
で
は
、
仮
に
冠
水
し
た
道
路
を
走
行
中
、
前
に

自
動
車
が
立
ち
往
生
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
そ
の

後
ろ
に
停
車
し
、
少
し
し
た
ら
エ
ン
ジ
ン
が
止
ま

っ
て
し
ま
っ
た
と
な
っ
た
場
合
は
ど
う
で
あ
ろ
う

か
。
ま
た
、
道
路
を
走
行
し
て
い
た
ら
、
川
の
氾

濫
等
で
急
激
に
そ
の
場
所
に
水
位
が
増
し
て
エ
ン

ジ
ン
が
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
は
ど
う
で
あ
ろ

う
か
。
 

 
い
ず
れ
の
場
合
も
、
自
動
車
の
固
有
の
装
置
を

そ
の
用
法
に
従
っ
て
使
用
し
た
こ
と
は
間
違
い
な

い
も
の
の
、
そ
の
こ
と
を
原
因
と
し
て
い
る
か
と

い
え
る
か
と
い
え
ば
大
き
な
疑
問
が
残
る
。
 

 
そ
う
す
る
と
、
本
件
の
よ
う
に
「
お
お
む
ね
１

０
０
年
に
一
度
の
降
雨
」
を
も
は
る
か
に
凌
ぐ
も
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の
で

あ
っ

た
と

い
わ

れ
る
状

況
下

で
考

え
た

場

合
、
一
般
的
に
予
見
し
得
る
自
動
車
の
運
行
に
起

因
す
る
事
故
と
い
え
る
か
と
い
え
ば
疑
問
で
あ
る

と
い
え
る
。
 

 
次
に
、
約
款
の
立
場
か
ら
検
討
し
て
み
た
い
。

人
身
傷
害
条
項
第
１
条
第
１
項
第
２
号
、
搭
乗
者

傷
害
条
項
第
１
条
第
１
項
第
２
号
に
は
、
「
運
行

中
の
、
飛
来
中
も
し
く
は
落
下
中
の
他
物
と
の
衝

突
、
火
災
、
爆
発
ま
た
は
被
保
険
自
動
車
の
落
下
」

が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
約
款
規
定
は
、
自
損

事
故
条
項
、
搭
乗
者
傷
害
条
項
に
お
い
て
平
成
５

年
４
月
１
日
の
約
款
改
定
で
新
設
さ
れ
た
規
定
で

あ
る
。
こ
れ
は
昭
和

54年
の
日
本
坂
ト
ン
ネ
ル
事

故
、
平
成
元
年
の
越
前
海
岸
崖
崩
れ
事
故
、
平
成

３
年
の
広
島
市
モ
ノ
レ
ー
ル
橋
げ
た
落
下
事
故
な

ど
の
多
く
の
死
傷
者
を
出
し
た
事
故
に
お
い
て
被

保
険
自
動
車
の
運
行
起
因
性

3)が
問
題
と
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
事
故
を
保
険
事
故
と
す
る

た
め
に
規
定
化
さ
れ
た
経
緯
が
あ
る
。
つ
ま
り
、

約
款
と
し
て
本
条
項
は
運
行
起
因
性
が
明
確
と
は

な
ら
な
い
事
象
で
あ
っ
て
も
運
行
中
で
あ
れ
ば
補

償
で
き
る
範
囲
と
し
て
限
定
列
挙
し
て
明
確
に
し

た
と
い
え
る
。（

ま
さ
に
運
行
に
際
し
て
と
い
え
る

状
況
で
あ
る
）
し
た
が
っ
て
、
運
行
起
因
と
し
た
部

分
に
つ
い
て
拡
大
解
釈
を
行
っ
た
場
合
、
人
身
傷
害

条
項
第
１
条
第
１
項
第
２
号
、
搭
乗
者
傷
害
条
項
第

１
条
第
１
項
第
２
号
の
規
定
は
そ
も
そ
も
意
味
を

な
く
す
も
の
で
あ
り
、
明
確
に
文
言
を
変
え
て
約

款
を
規
定
し
た
こ
と
か
ら
考
え
て
も
、
安
易
に
拡

大
解
釈
を
す
る
べ
き
で
は
な
い
。
ま
た
、
安
易
な

拡
大
解
釈
に
よ
っ
て
、
自
動
車
に
か
か
わ
る
リ
ス

ク
を
補
償
す
る
と
い
っ
た
自
動
車
保
険
の
機
能
そ

の
も
の
を
崩
壊
さ
せ
か
ね
な
い
も
の
と
考
え
る
。
 

 
 
本
判
決
の
結
論
へ
の
導
き
 

 
本
判
決
は
、
保
険
事
故
の
立
証
の
問
題
か
ら
運

行
起
因
事
故
の
発
生
を
認
め
な
か
っ
た
こ
と
に
よ

り
、
運
行
に
起
因
す
る
事
故
と
死
亡
と
の
因
果
関

係
（
争
点
２
）
に
つ
い
て
判
断
を
行
な
わ
ず
、
請

求
を
棄
却
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
本
件
が
人
身
傷

害
保
険
お
よ
び
搭
乗
者
傷
害
保
険
と
い
う
フ
ァ
ー

ス
ト
パ
ー
テ
ィ
ー
型
の
保
険
で
あ
る
こ
と
か
ら
の

帰
結
と
考
え
る
。
 

 
本
件
と
同
一
の
事
象
で
、
運
転
者
で
あ
る
Ａ
を

加
害
者
と
し
て
の
自
賠
責
保
険
金
請
求
訴
訟
が
提

起
さ
れ
て
い
る
。（
判
旨
記
載
別
件
訴
訟
。
以
下
、

別
件
訴
訟
）

4)こ
の
別
件
訴
訟
に
お
い
て
は
、
Ｆ

供
述
の
信
用
性
を
評
価
し
、
Ｆ
供
述
を
基
に
し
た

事
実
認
定
を
行
な
っ
た
上
で
、
請
求
を
棄
却
し
て

い
る
。
ほ
ぼ
同
じ
証
言
に
基
づ
い
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
事
実
認
定
で
異
な
っ
た
と
こ
ろ
に
つ

い
て
は
、
自
賠
責
保
険
は
あ
く
ま
で
も
サ
ー
ド
パ

ー
テ
ィ
ー
型
の
保
険
で
あ
り
、
賠
償
責
任
の
発
生

が
必
要
と
な
っ
て
く
る
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
別
件
訴
訟
の
事
案
に
お

い
て
は
、
自
然
災
害
（
不
可
抗
力
）
免
責
を
考
え

る
こ
と
が
出
来
る
こ
と
と
同
時
に
、
自
賠
責
保
険

の
趣
旨
と
し
て
、
自
動
車
の
固
有
の
危
険
性
の
具

現
化
し
た
危
険
を
負
う
も
の
と
考
え
れ
ば
、
Ｆ
供

述
を
前
提
と
し
て
も
、
自
賠
法
第
３
条
但
書
の
立
証

も
可
能
で
あ
り
、
請
求
棄
却
の
結
論
を
導
き
出
す
こ

と
は
さ
ほ
ど
難
し
い
も
の
で
は
な
い
と
考
え
る
。
 

 
一
方
、
人
身
傷
害
保
険
お
よ
び
搭
乗
者
傷
害
保

険
は
傷
害
保
険
で
あ
り
、
一
定
の
要
件
が
満
た
さ

れ
れ
ば
、
自
然
災
害
（
不
可
抗
力
）
に
よ
る
免
責

は
、
免
責
規
定
が
な
け
れ
ば
、
保
険
金
支
払
責
任

が
阻
却
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
こ
と
か
ら
、
運
行
起

因
事
故
の
判
断
お
よ
び
死
亡
と
の
因
果
関
係
を
判

断
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
相
当
シ
ビ
ア
な
判

断
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

実
際
、
本
件
に
お
い
て
は
、
前
述
の
と
お
り
明
確

と
な
っ
て
い
る
事
実
が
少
な
く
、
ま
た
、
自
賠
法

と
異
な
り
立
証
責
任
が
保
険
金
請
求
権
者
に
あ
る

こ
と
か
ら
、
保
険
事
故
の
立
証
が
不
十
分
と
し
て

請
求
棄
却
と
し
た
判
断
は
妥
当
と
思
わ
れ
る

5)。
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
 
最
判
平
成

19年
５
月

29日

6)と
の
当
て
は
め
 

 
本
事
案
で
も
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
、
原
告
Ｄ
は
自
動
車

を
降
り
て
移
動
し
て
い
る
際
に
水
害
に
あ
い
死
亡

し
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
本
件
訴
訟

に
お
い
て
原
告
が
主
張
し
て
い
た
、
最
判
平
成

19

年
５
月

29日
（
以
下
、
平
成

19年
最
判
）
と
の

比
較
検
討
を
す
る
こ
と
と
す
る

7)。
 

 
平
成

19年
最
判
に
お
い
て
判
断
し
た

ポ
イ
ン

ト
と
し
て
は
、
切
迫
し
た
危
険
を
避
け
る
た
め
に

車
外
に
避
難
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
あ
っ
た
こ

と
、
避
難
行
動
は
避
難
経
路
も
含
め
て
自
然
な
も

の
で
あ
っ
た
こ
と
、
自
損
事
故
と
時
間
的
に
も
場

所
的
に
も
近
接
し
て
い
る
こ
と
を
あ
げ
、
こ
の
こ

と
か
ら
運
行
に
起
因
す
る
搭
乗
中
の
自
損
事
故
か

ら
の
因
果
の
流
れ
に
死
亡
が
あ
っ
た
（
自
損
事
故

と
死
亡
と
に
相
当
因
果
関
係
を
認
め
た
）
と
判
断

し
て
い
る
。
 

 
こ
こ
で
、
原
告
主
張
の
Ｆ
供
述
を
前
提
に
検
討

し
て
み
る
。
ま
ず
、
切
迫
し
た
危
険
を
避
け
る
た

め
に
車
外
に
避
難
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
あ
っ

た
か
で
あ
る
が
、
Ｆ
よ
り
も
Ａ
ら
は
先
に
本
件
事

故
現
場
に
到
着
し
て
お
り
、
Ｆ
が
道
路
に
下
り
た

際
に
は
Ｆ
運
転
の
自
動
車
の
ド
ア
は
開
き
、
水
が

浸
入
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
 

事
故
当
時
、
切
迫
し
た
危
険
に
さ
ら
さ
れ
、
避
難

せ
ざ

る
を
得

な
い

状
況

と
は

必
ず

し
も

い
え

な

い
。
次
に
、
避
難
行
動
は
避
難
経
路
も
含
め
て
自

然
な
も
の
で
あ
っ
た
か
で
あ
る
が
、
Ｆ
の
証
言
か

ら
す
る
と
先
に
本
件
事
故
現
場
に
到
着
し
て
い
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
Ｆ
よ
り
も
避
難
行
動
に
う
つ

る
時
間
的
差
異
が
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
避
難
行

動
の
適
切
性
に
は
疑
問
が
残
る
と
い
わ
ざ
る
を
得

な
い
。
最
後
に
自
損
事
故
と
時
間
的
に
も
場
所
的

に
も
近
接
し
て
い
る
か
で
あ
る
が
、
既
に
述
べ
た

と
お
り
、
本
件
停
車
が
自
損
事
故
と
い
え
る
か
が

問
題
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
時
間
的
に
も
Ｆ
よ
り

も
先
に
避
難
行
動
に
移
る
こ
と
が
出
来
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
一
定
の
時
間
が
経
過
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
判
断
と
し
て
は
微
妙
な
と
こ
ろ
と
考
え
る
。
 

 
以
上
よ
り
、
本
件
は
平
成

19年
最
判
と
は
事
案

を
異
に
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
平
成

19年
最
判

の
考
え
方
を
適
用
す
る
こ
と
は
適
切
で
は
な
い
と

考
え
る
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
以
上
  

1) 
「
運
行
」
と
い
う
文
言
解
釈
つ
い
て
は
、
次
の
４

つ
の
説
が
あ
る
。
（
以
下
の
説
以
外
に
も
、
危
険
性

説
・
物
的
危
険
性
説
等
の
説
も
あ
る
が
、
過
去
か
ら

代
表
的
な
４
つ
の
説
を
取
り
上
げ
る
。
な
お
、
自
賠

責
保
険
の
実
務
に
お
い
て
は
、
昭
和

40年
代
よ
り
後

述
③
の
固
有
装
置
説
に
基
づ
い
た
取
扱
い
が
な
さ
れ

て
い
る
。）

①
原
動
機
説

自
動
車
は
原
動
機
に
よ
る

場
所
的
移
動
に
伴
う
危
険
性
こ
そ
が
自
動
車
事
故
の

特
徴
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
背
景
に
、
当
該
装
置
と
は
、

原
動
機
を
指
し
、
運
行
と
は
、
原
動
機
の
作
用
に
よ

り
自
動
車
を
あ
る
地
点
か
ら
他
の
地
点
に
移
動
し
前

進
さ
せ
る
こ
と
を
い
う
と
し
た
説
。
（
神
戸
地
判
昭

和

38年
４
月

18日
 
下
民
集

10・
４
・
７
８
１
頁
）

②
走
行
装
置
説

当
該
装
置
と
は
、
原
動
機
装
置
の

ほ
か
、
ハ
ン
ド
ル
、
ブ
レ
ー
キ
等
の
自
動
車
に
装
備

さ
れ
て
い
る
操
向
、
制
動
そ
の
他
の
走
行
に
関
連
す

る
走
行
装
置
で
あ
る
と
解
し
、
運
行
と
は
エ
ン
ジ
ン

に
よ
る
発
進
か
ら
停
止
ま
で
の
走
行
を
指
す
と
す
る

説
。
（

最
判

昭
和

43年

10月
８

日
 

民
集

22・

10・
２
１
２
５
頁
）
 
③
固
有
装
置
説
（
固
有
装
置

操
作
説
）

当
該
装
置
と
は
、
自
動
車
の
走
行
装
置

の
ほ
か
、
当
該
自
動
車
の
固
有
装
置
を
含
む
も
の
で

あ
り
、
運
行
と
は
こ
れ
ら
の
装
置
の
全
部
ま
た
は
一

部
を
そ
の
目
的
に
従
い
操
作
す
る
こ
と
と
す
る
説
。

（
最
判
昭
和

52年

11月

24日
民
集

31・
６
・
９
１

８
頁
、
最
判
昭
和

57年
１
月

29日
民
集

36・
１
・

１
頁
、
最
判
昭
和

63年
６
月

16日
判
例
時
報
１
２

９
８
号
１
１
３
頁
）
 
④
車
庫
出
入
説
（
車
自
体
説
）


当
該
装
置
と
は
、
固
有
装
置
の
結
合
物
で
あ
る
自

動
車
そ
の
も
の
を
さ
し
、
走
行
目
的
の
も
と
に
車
庫

を
出
て
車
庫
に
帰
る
ま
で
の
間
、
交
通
の
場
で
あ
る

道
路
等
に
出
て
い
る
か
ぎ
り
、
走
行
中
、
駐
停
車
中

を
問
わ
ず
運
行
に
あ
た
る
。
 

2） 
自
動
車
保
険
に
お
け
る
「
運
行
に
起
因
す
る
」
は
、

自
賠
法
に
お
け
る
「
運
行
に
よ
っ
て
」
と
文
言
を
異

に
す
る
た
め
、
同
義
と
考
え
る
こ
と
に
つ
い
て
異
論

が
あ
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
（
鴻
 
常
夫
編
 
註
釈
自
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動
車
保
険
約
款
２
１
１
頁
１
９
９
５
年
有
斐
閣
）
が
、

「
起
因
す
る
」
と
「
因
っ
て
」
を
考
慮
す
る
と
、
双

方
と
も
相
当
因
果
関
係
と
解
釈
す
る
こ
と
が
妥
当
と

考
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
近
年
の
最
判
で
は
、
こ

こ
の
点
が
非
常
に
曖
昧
と
な
っ
て
お
り
、
「
運
行
に

際
し
て
」
と
同
義
に
捉
え
ら
れ
る
か
の
判
断
を
し
て

お
り
、
こ
れ
は
「
よ
っ
て
」
の
文
言
の
意
を
失
う
も

の
と
考
え
る
。
 

3) 
自
損
事
故
保
険
、
搭
乗
者
傷
害
保
険
に
お
い
て

は
、「

被
保
険
自
動
車
の
運
行
に
起
因
す
る
事
故
」
と

規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
人
身
傷
害
の
場
合
は
他
の
自

動
車
の
運
行
に
起
因
し
て
い
る
場
合
も
補
償
さ
れ
る

た
め
、「

自
動
車
の
運
行
に
起
因
す
る
事
故
」
と
規
定

さ
れ
て
い
る
。
日
本
坂
ト
ン
ネ
ル
事
故
の
場
合
は
、

被
保
険
自
動
車
以
外
の
自
動
車
の
運
行
に
起
因
し
た

事
故
に
よ
り
発
生
し
た
火
災
に
よ
っ
て
死
傷
し
た
場

合
、
本
条
項
が
な
い
場
合
、
人
身
傷
害
以
外
は
補
償

さ
れ
な
い
こ
と
と
な
る
。
 

 
 
ま
た
、
広
島
市
モ
ノ
レ
ー
ル
橋
げ
た
落
下
事
故
で

は
、
自
動
車
の
運
行
中
に
落
下
し
て
き
た
橋
げ
た
に

よ
り
死
傷
し
た
も
の
で
あ
り
、
前
述
同
様
に
「
自
動

車
の
運
行
に
起
因
す
る
事
故
」
と
は
い
え
ず
補
償
さ

れ
な
い
。
 

 
 
一
方
、
前

2）の
よ
う
に
「
自
動
車
の
運
行
に
際
し

て
」
と
判
断
し
た
場
合
に
は
、
逆
に
こ
の
事
例
で
も

補
償
出
来
る
こ
と
と
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
と
な
る
。
 

4) 
第
一
審
 
東
京
地
判
平
成

24年

12月
６
日
 
平

成

23年
（
ワ
）
第
２
５
６
７
０
号
保
険
金
請
求
事
件

（
自
保
ジ
ャ
ー
ナ
ル
№
１
８
８
７
・
１
１
７
頁
、
判

例
タ
イ
ム
ズ
№
１
３
９
１
・
２
６
１
頁
）
 
控
訴
審
 

東
京
高
判
平
成

25年
５
月

22日
 
平
成

25年
（
ネ
）

第
１
８
２
号
保
険
金
請
求
控
訴
事
件
（
ウ
エ
ス
ト
ロ

ー
・
ジ
ャ
パ
ン
 
文
献
番
号

２
０
１
３
Ｗ
Ｌ
Ｊ
Ｐ

Ｃ
Ａ
０
５
２
２
６
０
０
３
、
上
告
）
 

5) 
本
判
決
で
は
、
原
告
の
主
張
に
応
え
る
た
め
の
趣

旨
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
「
自
動
車
本
来
が
有

す
る
固
有
の
危
険
性
が
具
体
化
し
た
も
の
で
は
な
い

可
能
性
が
否
定
で
き
な
い
こ
と
に
な
り
、
本
件
各
条

項
が
定
め
る
運
行
起
因
事
故
が
あ
っ
た
と
認
め
る
こ

と
は
で
き
な
い
。」

と
判
示
し
て
お
り
、
保
険
事
故
を

否
定

し
た

の
で
あ

れ
ば
い

さ
さ

か
蛇
足

的
に
感
じ

る
。
ま
た
、「

自
動
車
本
来
が
有
す
る
固
有
の
危
険
性

が
具
体
化
し
た
も
の
で
は
な
い
」
＝
「
運
行
起
因
事

故
が
あ
っ
た
と
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
す
る

こ
と
は
若
干
論
理
の
飛
躍
が
あ
り
、
唐
突
感
が
否
め

な
い
。
 

6) 
最
判
平
成

19年
５
月

29日
（
判
例
タ
イ
ム
ズ
１

２
５
５
号
１
８
３
頁
、
判
例
時
報
１
９
８
９
号
１
３

１
頁
）
の
事
案
は
、
東
北
縦
貫
道
の
中
央
分
離
帯
に

衝
突
し
た
自
損
事
故
に
よ
り
第
二
、
第
三
車
線
に
ま

た
が
り
停
車
し
て
し
ま
っ
た
た
め
、
運
転
者
が
路
側

帯
脇
に
退
避
し
よ
う
と
高
速
道
路
を
横
断
し
た
と
こ

ろ
、
後
続
の
自
動
車
に
は
ね
ら
れ
死
亡
し
た
こ
と
に

よ
り
、
搭
乗
者
傷
害
保
険
金
を
請
求
し
た
事
案
で
、

搭
乗
者
傷
害
の
請
求
を
認
め
た
判
決
で
あ
る
。
 

7) 
平
成

19年
最
判
に
つ
い
て
は
批
判
も
多
い
。
な

お
、
本
最
判
は
調
査
官
解
説
に
お
い
て
も
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
事
例
判
決
と
捉
え
る
べ

き
で
あ
り
、
射
程
を
検
討
す
る
必
要
性
は
乏
し
い
と

考
え
る
。
 

   


